
平成２８年度事業報告 

平成 28年度は以下の行動計画に基づき事業を行った。 

 

平成２８年度行動計画（主要事業） 

 本協議会の設立趣旨に基づき、福祉人材養成と大学教育を巡るさまざまな課題に加盟大学が連携・協

力して取組み、福祉系大学に寄せられている社会的要請に応えていくよう、次の行動計画に基づき活

動を行う。 

１．社会的発信力の向上    

 １）福祉系大学をとりまく厳しい環境をふまえ、関係大学が連携して課題に取り組むために、引き続

き本協議会の趣旨に賛同いただける会員校の拡大に取り組む。 【総務企画委員会】  

２）高校生の「福祉」離れや福祉人材確保の深刻な状況を改善するためにも、社会福祉士を始めとす

る福祉職の地位向上に関わる問題や福祉人材養成課題等について、福祉・教育・労働分野を中心

とした関係団体・省庁等と積極的に意見交換を行う。あわせて、関係諸団体と連携して社会的に

インパクトを持つ取り組みについて検討をすすめる。【総務企画委員会】         

３）協賛する「ソーシャルワーカーデー中央集会」を中心に、各地域や各大学においてもソーシャル

ワーカーの認知度及び地位向上の取組みについて、連携を強める。（総務企画委員会） 

２．学生募集課題についての取り組みの推進 

１）要望に基づき「事務局勉強会」のテーマにも掲げて勉強会を実施する。【総務企画委員会】（実

施済み）平成 28年 5月 31 日「福祉系大学における学生募集戦略について〜福祉系学部離れの

高校生をどうふり向かせるのか」（14大学 31名出席） 

２）社会福祉分野の志願者動向の最新情報を基に、今後の募集戦略、入学者確保の方策について、

各大学間で意見交換会を実施する。福祉領域における高大連携の可能性についても考察する。

【就職・学生募集委員会】   

３）これからの福祉を担う意欲のある受験生の獲得のためにも「社会福祉を学ぶ魅力」や「社会福

祉の仕事の魅力」等について具体的にアピールできるコンテンツの開発に取り組む PJを新た

に立上げる。開発にあたっては、会員校の学生募集活動にも活用できるものとなるよう、教

員・職員が一致して取り組む。【総務企画委員会】   

３．国家試験のあり方や養成課程のあり方等に対する検討の推進 

 １）社会福祉専門職養成を巡る動向を踏まえながら、養成課程のあり方や国家試験のあり方に関す

る関係方面への意見提出、社会福祉専門職養成教育の充実、認定社会福祉士制度への対応等に

取り組む。【研究活動・教育向上委員会】 

４．大規模災害時の取り組みの発信及び検討の推進 

 １）平成２３年度から平成２７年度にかけて実施した「ソーシャルワーカーの“声”プロジェクト」

の成果を広く発信するためにも書籍を出版する。出版に対して助成を行うとともに、会員校で

の活用について検討をすすめる。また、このプロジェクトの成果を会員校同士さらに共有し、

社会的に発信していくためにも、最終年度として語り部活動に取り組み、報告会も実施する。

【復興支援委員会】    

２）復興支援委員会で実施してきた「ソーシャルワーカー声 PJ」の事業終了を受けて、大規模災害

時における福祉専門職の役割や大規模災害時に福祉系大学が地域において果たす役割等に関す

る次の PJの具体化に向けて、熊本地震における熊本学園大学の経験に学び、検討をすすめ

る。【総務企画委員会】                             以上 



１．総会の開催 

1）平成 28年度第 1回福祉系大学経営者協議会 

総会・講演会 

 日 時 平成 28 年度 7月 1日(金) 

    〈講演会〉  13：00～14：00 

    〈総会〉   14：00～15：30 

    〈意見交換会〉15：45～17：00 

 場 所 東海キャンパス 

 内 容 【第Ⅰ部】 

    ■講演（13:00～14:00）  

『社会保障・税一体改革のこれまでとこれから』 

社会保障制度改革推進会議委員 

神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎 泰彦氏 

【第Ⅱ部】（14:00～15:30)                   

■総会 

              議事案件  

Ⅰ．新規加盟校ご紹介 

Ⅱ．熊本地震における対応状況等について 

Ⅲ．平成２７年度事業報告および決算について  

Ⅳ．平成２８年度行動計画（案）について 

１）平成２８年度行動計画（主要事業） 

２）総務・企画委員会 

３）研究活動・教育向上委員会 

４）就職・学生募集委員会    

５）復興支援委員会  

Ⅴ．平成２８年度予算（案）について 

Ⅵ. ３団体統合について 

Ⅶ．ソ教連・新福祉ビジョン特別委員会「中間報告」について 

Ⅷ．その他 

１）会員校調査結果一覧  

２）2016年度鉄道弘済会奨学生選考結果   

３）2016年度福祉系大学経営者協議会名簿（確認） 

４）その他案件  

      【第Ⅲ部】（15：45〜17：00） 

             ■意見交換会  

 出席等 21 大学 32名 

 

2）平成 28年度第 2回福祉系大学経営者協議会 

総会・講演会 

 日 時 平成 29 年度 1月 21日(土) 

    〈勉強会〉  14：00～15：00 

    〈総会〉   15：00～17：30     

 場 所 アルカディア市ヶ谷（私学会館） ６階「阿蘇」 

 内 容 【第Ⅰ部】 

    ■勉強会（14:00～15:00）  

『今後の社会保障の展望～一億総活躍社会の実現を目指して～』 

厚生労働省 厚生労働事務次官 二川 一男氏 

【第Ⅱ部】（15:00～17:30)                   



■総会 

              議事案件  

Ⅰ．社会福祉士養成教育にかかわる課題について 

Ⅱ．平成２８年度各委員会経過報告 

１）総務・企画委員会                 

２）研究活動・教育向上委員会                    

３）就職・学生募集委員会                      

４）復興支援委員会  

Ⅲ．その他  

１）平成２９年度鉄道弘済会奨学生について出席等 21大学 32名 

 出席等 22 大学 35名 

 

２．理事会の開催 

1）理事会（書面表決） 

 日 時 平成 28 年 5月 25 日(水) 

 議 題  新規加盟校加入決定（広島国際大学） 

 出席等 日本福祉大学、日本社会事業大学、淑徳代諾、国際医療福祉大学、 

      関西福祉科学大学、文京学院大学 

 

2）平成 28年度 1回理事会 

 日 時 平成 28 年 7月 1日(金) 12：00～12：45 

 場 所 日本福祉大学 東海キャンパス 

 議 題 ・本日の議事及び進行について 

・熊本学園大学へのお見舞い金支給について 

    ・各委員会の課題について 

 出席等 6大学 14名 

 

3）平成 28年度第 2回理事会 

 日 時 平成 28 年 11月 18日(金) 13：30～15：30 

 場 所 名古屋マリオットアソシアホテル 22階ミーティングルーム 

 議 題 １．社会福祉士養成に関わる課題について 

１）社会福祉士養成教育の新たな発展を目指して 

２）社会福祉士の活用に向けた新たなカリキュラムへの見直しと、 

既資格取得者の学び直しに向けた検討の方向性について 

３）「ソーシャルワーカー養成教育の改革・改善の課題と論点」 

２．１月総会について 

３． 各委員会経過報告 

               ４．その他 

 出席者等  4大学 6名 

 

4）平成 28年度第 3回理事会 

 日 時 平成 29 年 1月 21 日(土) 13：00～14：00 



 場 所 アルカディア市ヶ谷(私学会館) 6階「阿蘇」 

 議 題 Ⅰ．本日の総会議事について 

Ⅱ．来年度委員会活動について 

Ⅲ．その他出席者等  4大学 6名 

 

３．各委員会活動 

 １）総務企画委員会 

①事務局勉強会の実施  

「福祉系大学における学生募集戦略について～福祉系学部離れの高校生をどう振り向かせるのか～」 

 日 時 平成 28 年 5月 31 日(火) 

 場 所 日本福祉大学 名古屋キャンパス 

 内 容 〈講演会〉講師：株式会社 リクルートキャリア HELPMAN JAPAN グループ 

ユニット長 坂田祐一氏 

             演題：「介護業界のブランディングと人材課題解決に取り組む 

                リクルートキャリア『HELPMAN JAPAN』の活動について」 

              〈会員校実例発表と意見交換会〉 

        テーマ：福祉系学部（学科）のブランディングのために取り組んでいること 

 出席等 14 大学 31名 

 

②運営概況調査と進路調査の実施 

 日 時 平成 28年 6月 3日(金)  

 内 容 １．平成 28年度生入試の状況（福祉系学部・学科）〈1年次入学・3年次編入学〉 

２．平成 28 年度 在学生数の状況（福祉系学部・学科） 

３．平成 27 年度 社会福祉士及び精神保健福祉士国家試験の状況（新卒者） 

４．平成 27 年度 進路状況 

５．平成 27 年度 社会福祉士・精神保健福祉士国家試験合格者の進路状況 

以上の調査結果を各会員校の情報共有化を図るため送付した。 

 

③ソーシャルワーカーデー２０１６【中央集会】の出席  

 日 時 平成 28 年 7月 18 日（月） 

 場 所 大正大学礼拝堂     

 内 容 福祉系大学経営者協議会 会長として挨拶 

    ■特別講演/13:15  マーシーの薬物リハビリ（田代まさし氏） 

■シンポジウム/14:15  ソーシャルワークの楽しさ・こわさ・醍醐味 

■特別報告/16:15  IASSW・IFSW・ICSW 合同世界会議（6 月・韓国） 

ソーシャルワーク・グローバル定義の日本における展開 

 

④総務企画委員会主催 勉強会の実施 

「『熊本学園モデル』から学ぶ～災害時における地域と大学」 

 日 時 平成 29 年 3月 3日(金) 13：00～17：00 

 場 所 熊本学園大学 14 号館 1411 教室 

 内 容 【ご挨拶】熊本学園大学 幸田 亮一学長 



【講演 1】演 題：熊本地震と熊本学園大学の取り組みの経過 

講 師：熊本学園大学 宮北 隆志社会福祉学部長 

【講演 2】演 題：全国から注目された避難所運営について 

講 師：熊本学園大学 社会福祉学部 黒木 邦弘准教授  

【講演 3】演 題：「学生・教職員の安否確認とキャンパスの安全確保」 

講 師：熊本学園大学 井上 博司総務課長 

【キャンパス見学】 

【情報交換会】 

 出席者等  14大学 31 名 

 

⑤“社会福祉学の魅力発信プロジェクト”予備調査アンケートの実施 

＜1 回目＞ 

実施時期 平成 28年 12月 

実施先 関西福祉科学大学・日本福祉大学の付属高校の生徒 

＜2 回目＞ 

実施時期 平成 29年 2月以降 

実施先 依頼先 14大学 

回答校 5大学 北星学園大学、淑徳大学、金城大学、中部学院大学、同朋大学 

 

２) 研究活動・教育向上委員会 

①社会福祉士国家試験問題に対する意見及び提案提出 

 日 時 平成 28 年 8月 

 内 容 第 28回社会福祉士国家試験に対する感想や、今後への意見・提案等を 

会員校の皆様から寄せていただき、概要をまとめ、7月 1日総会にて報告。 

報告後、試験センターへ意見および提案提出。 

 

②社会福祉士国家試験問題に対する意見及び提案提出 

 日 時 平成 29 年 1月 30 日（月） 

 内 容 「第 29 回社会福祉士国家試験に対する不適切問題」に関する意見感想を 

会員校の皆様から寄せていただいた。 

不適切問題とは言えないとの結論に至った為、試験センターへ意見提出なし。 

 

③障害のある学生の受け入れに関する研修・情報交換会の実施 

 日 時 平成 29年 3月 9日(木) 13：00～16：00 

 場 所 国際医療福祉大学大学院青山キャンパスＡ教室 

 内 容 テーマ説明 

   取り組み状況報告①長野大学 

  取り組み状況報告②日本福祉大学） 

             質疑応答及び出席者全体での情報・意見交換   

 出席等 9大学 21名 

 

 



３)就職・学生募集委員会 

①募集広報担当者情報交換会の実施 

 日 時 平成 28 年 12月 2日(金) 13：30～16：50 

 場 所 淑徳大学 池袋サテライト・キャンパス 

 内 容 〈講演会〉講師：株式会社リクルートマーケティングパートナーズ まなび事業本部 

              教育機関広報統括部 営業１部 部長飯島隆介氏 

株式会社リクルートコミュニケーションズ 進学ソリューション 

１グループ シニアクリエイティブディレクター 酒井文也氏 

         演目：「他分野から考える今後の福祉系大学」   

 出席等 15 大学 27名 

 

４)復興支援委員会 

①復興支援委員会の実施 

 日 時 平成 28 年 5月 14 日(土) 16：00～17：55 

 場 所 文京学院大学 本郷キャンパス 

 議 題【審議事項】   

１）福祉系大学経営者協議会への活動報告について 

２）復興支援委員会の継続実施について 

【報告事項・連絡事項】   

１）「災害ソーシャルワークを考えるワークショップ in南三陸」の実施報告 

２）平成 28 年度復興支援委員会の活動について 

【その他（情報提供等）】 

 出席等   5大学 9名 

 

②『災害ソーシャルワークの可能性を求めて（仮題）―専門職の“卵”たちから見た 

災害ソーシャルワーク―』の作成の取組み 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教育学術新聞掲載　平成28年9月7日（水）

【別紙１】 
　



教育学術新聞掲載　 
平成29年2月22日（水）

a-kimis
テキストボックス
【別紙２】


	0_平成28年度事業報告
	1_【別紙1】【新聞記事】教育学術新聞【修正済2】_2016.09.07
	2_【別紙2】【新聞記事】教育学術新聞【修正済】_2017.02.27 



